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２
月
６
日
、
秋
田
県
仙
北
建
設
業

協
会
建
友
会
か
ら
仙
北
市
の
特
別
支

援
学
級
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
２
台
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
友
会
で
は
、
地
元
の
小
・
中
学

校
に
貢
献
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、

一
昨
年
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
特

別
支
援
学
級
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

仙
北
市
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
す
る
こ
と
で
、「
自
分
で
で

き
る
」「
一
人
で
で
き
る
」
経
験
を

積
み
重
ね
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生

徒
の
自
立
と
社
会
参
加
に
役
立
て
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
田
県
仙
北
建
設
業
協
会
建
友
会
の
小
原
貴
会
長

（
左
）
と
熊
谷
教
育
長
（
右
）。

　

２
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
（
秋
田
お
ば
こ
農
業
協

同
組
合
）
よ
り
災
害
援
助
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
仙

北
市
に
寄
付
金
７
万
３
５
０
０
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
西
木
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
、
食
育
教

育
事
業
と
し
て
、
西
木
町
の
農
家
の
佐
藤
一
也
さ
ん
よ
り

ほ
場
を
お
借
り
し
、
西
明
寺
小
学
校
の
児
童
が
ネ
ギ
の
栽

培
か
ら
収
穫
・
販
売
ま
で
の
農
業
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
寄
付
金
は
、
昨
年
の
仙
北
市
産
業
祭
で
６
年

生
が
ネ
ギ
の
販
売
を
行
っ
た
際
の
売
上
金
で
す
。

　

田
口
耕
成
常
務
理
事
は
「
災
害
援
助
に
有
効
に
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
農
業
体
験
を
通

じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
地
域
を
発
展
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
農
業
体
験
に
限
ら
ず
食
育
事
業

を
発
案
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ＪＡ秋田おばこが寄付金贈呈

田口常務理事（右）から目録を受け取る門脇市長（左）。

高齢者叙勲

　

元
西
木
村
議
会
議
員

の
布
谷
政
男
さ
ん
（
88

歳
・
西
木
町
桧
木
内
）

が
地
方
自
治
功
労
に
よ

り
、
旭
日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

布
谷
さ
ん
は
、
昭
和

48
年
９
月
西
木
村
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
平

成
元
年
９
月
ま
で
の
長

き
に
わ
た
り
、
地
域
発

展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

布  谷  政  男  さん

旭
日
単
光
章

　

１
月
30
日
、
十
五
日
会
（
平
岡

三
郎
会
長
）
か
ら
田
沢
湖
図
書
館

に
２
万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
田
沢
湖
町
当
時
か
ら
善
意
は

続
け
ら
れ
て
お
り
、
児
童
の
読
書

環
境
の
充
実
の
た
め
、
図
書
館
に

よ
い
児
童
書
を
備
え
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

田
沢
湖
図
書
館
で
は
、
今
年
も

楽
し
い
絵
本
や
読
み
物
を
購
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

十
五
日
会
よ
り

十五日会の平岡三郎会長（左）と北都銀行田沢湖支店の
伊藤高洋支店長（右）。

図
書
カ
ー
ド
寄
贈

仙
北
建
設
業
協
会
建
友
会
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
寄
贈

2019-3-1

◆ 新山高さん／分野：建築板金
　昭和 29年佐野板金工業所に入社し、在来工法の技術を習得後独立。昭和 36年新山板金工業所を設立。60年以上の経験に培
われた確かな技術は、業界内からも高く評価されている。平成 3年には秋田県技能士会連合会による一級技能士取得。これまで
5人の弟子を育てると共に、県内技能競技大会への参加や審査員としても参加するなど後進の技術指導に意欲的に取り組んでい
る。長年にわたり秋田県板金工業組合仙北支部長を務めるなど、業界団体の発展に大きく貢献している。

　

２
月
12
日
、
卓
越
し
た
技
能
を
有
す

る
技
能
者
を
表
彰
す
る
仙
北
市
技
能
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
各
業
界
団
体
な
ど
が
個

人
を
推
薦
し
、
大
曲
仙
北
職
業
訓
練
協

会
や
仙
北
市
商
工
会
、
秋
田
県
仙
北
建

設
業
協
会
な
ど
で
構
成
す
る
選
考
委
員

会
が
審
査
し
決
定
し
ま
し
た
。

右
か
ら
、
佐
藤
隆
さ
ん
、
藤
井
勉
さ
ん
、
渡
辺
勇
悦
さ
ん
、

辻
谷
栄
治
さ
ん
、
石
橋
政
文
さ
ん
、
新
山
高
さ
ん
、
門
脇

市
長
。

仙
北
市
技
能
功
労
者
表
彰

受賞者の主な功績

◆ 石橋政文さん／分野：電気工事
　昭和 44年大友電機製作所に入社。田中電気工業を経て、屋内配線工事、引込線委託工事に従事。昭和 48年石橋電機店を設立。
一般住宅配線工事設計施工、消防設備工事、高圧自家用設備工事の経験に培われた確かな技術は、他の技術者の模範として業界
内から高く評価されている。平成 5年には一級電気工事施工管理技士を取得。次男を含め、後進の技能向上に努めている。長年
にわたり大曲仙北電気工事協同組合理事、秋田県電気工事工業組合監事を務めるなど、業界団体の発展に大きく貢献している。

◆ 佐藤隆さん／分野：建設重機
　昭和 58年西宮組入社。土木工事施工技術、建設重機オペレーター技術を習得。地元砂防工事や林道開設工事などでは卓越し
た技術と豊かな経験をもとに安全に配慮した施工技術は、現場の段取りから完成まで必要な存在として業界内でも高い評価を得
ている。平成 7年に二級建設機械施工技士の資格を取得。穏やかな人柄もあり、若手後輩の技術教育育成にも尽力している。入
社 35年、現場一筋に培った技術は地域活動にも発揮されて、会社・業界団体発展はもとより地域発展にも大きく貢献している。

◆ 渡辺勇悦さん／分野：畳製造
　昭和 46年家業の渡辺畳店、父渡辺勇一郎氏に師事。平成 4年に畳製作一級技能検定資格を取得。40年を超える豊かな経験
に培われた技術は、他の技術者の模範として業界内から高い評価を得ている。平成 26年には厚生労働省が推進する「ものづく
りマイスター」に認定。学校などで子どもたちへ畳づくりを通して、ものづくりに関心を持たせる様々な事業に積極的に取り組
んでいる。長年にわたり大曲仙北畳業組合副組合長や秋田県畳業組合理事を務めるなど、業界団体の発展に大きく貢献している。

◆ 藤井勉さん／分野：建築大工
　昭和 44年三浦弥惣治氏に師事し、在来工法の技術を習得後独立。平成 5年藤井工務店を設立し、平成 27年に株式会社化。
一般住宅はもとより社寺建築を主に営み、手掛けた数は 100か寺以上。豊かな経験に培われた技術は、後進の模範として業界
内で高い評価を得ている。昭和60年二級建築士資格を取得。これまで6人の弟子を育てると共に技能五輪全国大会に出場させ、
2度の準優勝に導いている。長年にわたり神代建設技能組合長を務め、業界団体の発展に大きく貢献している。

◆ 辻谷栄治さん／分野：建築造園
　昭和41年菅原組に入社、土木工法の技術を習得。昭和51年家業の辻谷組に入社。土木施工技術はもとより造園施工に関して、
国指定天然記念物シダレザクラや国指定名勝桧木内川堤のソメイヨシノの土壌改良や肥培管理に携わり、その確かな技術は高く
評価されている。平成19年には一級造園技能士を取得し、自らの後継者を含め造園関係技術者の技術指導に取り組んできている。
長年にわたり角館町建設業協会理事を務めるなど、業界団体の発展に大きく貢献している。

長
年
の
功
績
を
た
た
え
て

　
２
月
５
日
か
ら
17
日
ま
で
「
第
８
回
仙

北
市
総
合
美
術
展
」
が
角
館
町
平
福
記
念

美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
術
展
に
は
、
市
内
で
芸
術
文
化
活
動

を
し
て
い
る
１
５
１
人
と
５
団
体
の
方
々

か
ら
、
写
真
や
書
な
ど
１
６
８
点
が
出
品

さ
れ
、訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
、
主
催
者
で
あ
る
仙
北
市
総

合
美
術
展
実
行
委
員
会
の
橋
本
敦
子
実
行

委
員
長
が
「
皆
さ
ん
の
心
身
の
刺
激
・
癒

や
し・肥
や
し
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

本
展
が
仙
北
市
の
芸
術
文
化
の
発
展
に
つ

な
が
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

第
８
回  

仙
北
市
総
合
美
術
展

期間中、多くの来館者で賑わいをみせました。

おめでとうございます
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２
月
11
日
、「
第
14
回
仙
北
市
民
ス
キ
ー
大
会
」

が
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
各
種
目
１
位
選
手
〈
敬
称
略
〉

【
ア
ル
ペ
ン
】

▼
小
学
１
年
男
子
大
回
転
Ｂ 

門
脇
祥
真　
▼
同
女

子 

畠
山
芽
依　
▼
小
学
２
年
男
子
大
回
転
Ｂ 

中
村

凌
磨　
▼
同
女
子 

門
脇
恋
珀　
▼
小
学
３
年
男
子

大
回
転
Ｂ 

横
山
蓮　
▼
同
女
子 

伊
藤
愛
莉　
▼
小

学
４
年
男
子
大
回
転
Ｂ 

佐
藤
丈　
▼
同
女
子
大
回

転
Ａ 

髙
橋
り
の
あ　
▼
小
学
５
年
男
子
大
回
転
Ａ 

藤
川
桂
太　
▼
同
女
子 

畠
山
紗
依　
▼
小
学
６
年

男
子
大
回
転
Ａ 

伊
藤
太
翔　
▼
同
女
子 

草
彅
悠
那

▼
中
学
男
子
大
回
転
Ａ 

石
塚
康
平　
▼
同
女
子 

門

脇
結
那　
▼
一
般
女
子
Ｂ 

田
村
生
子　
▼
一
般
男

子
Ｂ 

藤
川
悟
志　
▼
一
般
男
子
Ｃ 

伊
藤
雅
人

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】

▼
小
学
１
年
男
子
1.2
Ｋ 

八
柳
璃
空　
▼
小
学
２
年

女
子
1.2
Ｋ 

荒
澤
凛
桜　
▼
同
男
子 

清
水
健
真　
▼

小
学
３
年
男
子
２
Ｋ 

齋
藤
航
志　
▼
小
学
４
年
男

子
２
Ｋ 

清
水
快
真　
▼
小
学
５
年
女
子
２
Ｋ 

木
元

陽
南
美　
▼
小
学
６
年
女
子
２
Ｋ 

佐
々
木
栞
奈　

▼
同
男
子 

佐
藤
駿
太　
▼
一
般
男
子
Ａ
２
Ｋ 

千
葉

一
樹　
▼
一
般
男
子
Ｃ
２
Ｋ 

猪
本
吉
成　
▼
中
学

男
子
４
Ｋ 

鈴
木
勇
太
郎　
▼
リ
レ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー 

ク
ロ
カ
ン
愛
好
会
Ａ
【
大
石
（
海
）・
大
石
（
柊
）・

佐
々
木
】

第
14
回 

仙
北
市
民
ス
キ
ー
大
会

　

２
月
６
日
、
起
業
家
を
応
援
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
「
第
１
回
仙
北
地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
流
会
」
が

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
ク
ラ
ウ
ド
交
流
会
は
、
起
業
し
て
間
も
な
い
起

業
家
が
、自
身
の
事
業
に
つ
い
て
３
分
間
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加
者
が
１
番
応
援
し
た
い
方
に
１

票
を
投
票
し
て
、
得
票
数
に
応
じ
て
参
加
費
の
一
部
を

事
業
資
金
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
交
流
型
の

リ
ア
ル
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。　

　

全
国
で
は
１
０
０
回
を
超
え
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
秋
田
県
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
前
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
開
発
・
販

売
を
行
う
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社
の
野
水
克
也
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
革
こ
そ
が
、
起

業
家
・
中
小
企
業
に
と
っ
て
唯
一
の
生
存
戦
略
」
と
題

し
て
、
自
社
の
多
様
な
働
き
方
な
ど
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第 1 回  仙北地域クラウド交流会

①

　

交
流
会
は
、
参
加
者
１
１
０
人
が
気
軽
に
話
し
合
う

時
間
も
あ
り
、
企
業
や
金
融
機
関
、
行
政
関
係
者
が
情

報
を
交
換
し
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
ほ
か
、

仙
北
市
の
起
業
家
５
人
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
耳

を
傾
け
、
応
援
し
た
い
起
業
家
へ
投
票
し
ま
し
た
。

　

投
票
の
結
果
、
着
地
型
旅
行
商
品
を
販
売
す
る
「
思

い
出
工
房
」
の
小
田
島
広
仁
さ
ん
が
最
多
得
票
数
を
獲

得
し
ま
し
た
。
小
田
島
さ
ん
は
「
自
分
の
仕
事
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
参
加
し
た
。
１
番
得
票
数
が
多

く
て
驚
い
た
。
仙
北
市
に
た
く
さ
ん
人
が
来
て
も
ら
い

た
く
て
地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
先

生
に
な
っ
て
も
ら
う
体
験
型
の
商
品
を
作
っ
て
い
る
。

③

②

⑤

【プレゼンター】
① 合同会社秋田どんぐり村　浅利久美子さん
② なぎの木整骨院　草彅友彦さん
③  Cafe モロビ　吉田紀子さん
④ 思い出工房　小田島広仁さん
⑤  NPO 法人 Tiny Fields　尾崎美由紀さん

■クラウドファンディング
「こんなイベントを開催したい」「こんな商品をつ
くりたい」などのプロジェクトを考えている方が、
インターネットを通じて多数の人に資金提供を呼
びかけ、趣旨に賛同した人から資金を集める方法。

④

高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者

が
活
躍
で
き
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

雪
国
の
暮
ら
し
を
体
験

青
山
学
院
大
学
の
皆
さ
ん
と
記
念
撮
影
。
２
月
15
日
に
、
田
沢
湖
庁

舎
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
こ
と
が
縁

で
、
今
年
も
青
山
学
院
大
学

か
ら
14
人
（
学
生
12
人
・
職

員
２
人
）
が
、
２
月
14
日
か

ら
４
日
間
の
日
程
で
仙
北
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
期
間
中
、
農

家
民
宿
な
ど
に
宿
泊
し
な
が

ら
、
市
内
視
察
研
修
や
田
沢

湖
高
原
雪
ま
つ
り
の
雪
像
づ

く
り
、
高
齢
者
宅
の
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
、

交
流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、
田
沢
湖
庁
舎

で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
門
脇
市
長
が
仙
北
市
の

現
状
や
抱
え
る
課
題
な
ど
に

つ
い
て
講
話
し
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、
初
め
て
仙

北
市
を
知
っ
た
こ
と
や
、
主

な
産
業
、
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
に
関
す
る
質
問
も
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
体

験
し
た
除
雪
作
業
で
は
、
仙

北
市
の
よ
う
な
積
雪
を
初
め

て
見
る
学
生
た
ち
ば
か
り
で
、

雪
国
の
生
活
の
一
端
を
経
験

し
な
が
ら
、
冬
の
暮
ら
し
の

大
変
さ
を
実
感
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

青
山
学
院
大
学
の
学
生
が
交
流
活
動

門
脇
市
長
の
方
言
を
交
え
た
講
話
を
熱
心

に
聞
き
入
る
学
生
の
皆
さ
ん
。

　

２
月
17
日
、
台
湾
で
高
雄
国
際
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ

れ
、
た
ざ
わ
湖
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
の
う
ち
、
仙
北
市
民

で
上
位
完
走
者
の
中
か
ら
、
仙
北
市
の
派
遣
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
２
回
目
の
派
遣
で
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
兜
森

輝
美
さ
ん
と
鈴
木
裕
子
さ
ん
、
ウ
ル
ト
ラ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
（
25
㎞
）
に
草
彅
大
助
さ
ん
が
出
場
し
、
無
事
完

走
し
ま
し
た
。
出
場
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
「
暖
か
い
気
候

の
中
、
台
湾
の
大
勢
の
人
た
ち
に
大
き
な
声
援
を
い
た

だ
き
走
る
こ
と
が
で
き
た
」「
国
際
大
会
に
出
場
で
き
て

よ
か
っ
た
」
な
ど
、
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
高
雄
国
際
マ
ラ
ソ
ン
は
第
10
回
目
を
迎
え
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
高
雄
市
政
府
か
ら
の
提
案
で
、
仙
北

市
と
高
雄
市
政
府
と
の
間
で
、
戸
澤
教
育
部
長
が
立
ち

会
い
の
も
と
、
お
互
い
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
友
好
交
流

を
促
進
す
る
旨
の
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

仙北市派遣ランナーが完走

3 人とも完走しました！左から、兜森輝美さん、鈴木裕子さん、
草彅大助さん。今後の台湾高雄市との友好交流に期待します。

台湾・高雄国際マラソン
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